
ESG経営について

当社グループは、「私たちは『求める心とみんなの力』を結集し、セキュア（安心・確実）な社会の発展に
貢献します」という企業理念の下、これまで培ってきたコア技術と新たな価値を創造する先進的な技術で
社会課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指します。

基本的な考え方 サステナビリティ委員会・全社環境委員会における主な議題

社会の持続的成長への貢献と企業価値向上を目指した取り組みの推進

サステナビリティ方針

当社グループは、取締役社長を委員長とし、常勤取締役、カンパニー長、社長直下の本部長等をメン
バーとする「サステナビリティ委員会」（年２回）を設置し、取締役会の定める経営方針に基づき以下の任
務を行っています。また、同委員会が、その活動状況を定期的に取締役会に報告することで、取締役会が
基本方針や指標の設定、取り組み状況等について監督する体制を構築しています。

（１）サステナビリティ経営に関する基本方針、基本計画、社内推進体制の審議
（２）サステナビリティ推進活動に関する中期・年度方針の策定
（３）サステナビリティ方針に基づく各種取り組みの推進、進捗状況モニタリング
（４）各種活動に該当する個々の案件に関する推進可否の審議

さらに、同委員会の下部組織として、サステナビリティ重要課題に対する目標・KPIの設定や具体的な
施策の検討・推進等を担う5つの部会（環境部会、人材部会、社会貢献部会、ガバナンス部会、価値創造部
会）を設け、特定した重要課題への取り組みを推進しています。

サステナビリティ推進体制

「FTSE Blossom Japan Index」の構成銘柄に、2020年
より継続して選定されています。

FTSE Blossom Japan Index

「Morningstar® 日本株式ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）」の構成銘柄に、2023年
より継続して選定されています。

Morningstar® 日本株式ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）

サステナビリティ委員会

THE INCLUSION OF GLORY LTD. IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI 
LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT 
CONSTITUTE A SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF GLORY 
LTD. BY MSCI OR ANY OF ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE 
EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI INDEX NAMES AND 
LOGOS ARETRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

米国のMSCI社が開発した「MSCI 日本株ESG セレクト・
リーダーズ指数」の構成銘柄に選定されており、MSCI 
ESG Ratings「A」の評価を得ています。

MSCI 日本株ESG セレクト・リーダーズ指数

●カーボンフットプリントや「脱プラスチック」に向けた包装資材削減の取り組み
● 2025年度環境活動方針 
● EUにおける「包装及び包装廃棄物規制」への対応

全社環境委員会

取締役会
監督 報告

サステナビリティ委員会 （委員長：取締役社長）

（E）
環境部会

脱炭素、生物多様性、
TCFD対応等

（S）
人材部会

人権、人材多様性、
安全衛生

（S）
社会貢献部会

ステークホルダーとの対話、
サステナブル調達等、
安全・品質、社会貢献

（G）
ガバナンス部会

コーポレート・ガバナンス、
コンプライアンス、リスク管理、

情報セキュリティ

（V）
価値創造部会

新領域事業の推進、
知的財産戦略推進

「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成
銘柄に、2022年より継続して選定されています。

FTSE Blossom Japan Sector Relative Index

「S＆P/JPX カーボン・エフィシエント指数」の構成銘柄に、
2018年より継続して選定されています。

S＆P/JPX カーボン・エフィシエント指数

事務局 （総務本部　総務部）

ESGインデックス組入れ状況

●「2026中期経営計画」における温室効果ガス排出量削減や人権デューデリジェンスに関する取り組み 
● CSRD（企業サステナビリティ報告指令）への対応
● TCFD提言に基づく気候変動関連の情報開示の拡充 
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